
― 30 ―

千
種
切
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
補
考

― 
本
文
と
朱
合
点 

―

舟　

見　

一　

哉

一
、
本
稿
の
目
的

『
後
拾
遺
和
歌
集
』（
以
下
、
和
歌
集
名
は
略
称
を
用
い
る
）
の
伝

本
は
、
清
輔
本
や
定
家
本
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
三
代
集
の
伝
本

の
よ
う
に
定
家
本
／
非
定
家
本
と
い
っ
た
区
分
で
整
理
が
で
き
ず
、

写
本
の
伝
播
を
把
握
し
難
い
。
清
書
・
奏
覧
・
再
奏
と
い
う
成
立
過

程
の
問
題
も
相
ま
っ
て
、
各
写
本
の
性
格
も
判
然
と
し
な
い
点
を
残

す
。
か
か
る
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
拙
稿
［
二
〇
一
四
］
で
は
、
日

野
俊
光
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
後
拾
遺
集
』
の
断
簡
〈
千
種
切
〉
か

ら
、
定
家
本
の
本
文
と
勘
物
、
お
よ
び
清
輔
本
の
勘
物
を
再
建
し
、

伝
本
分
類
の
基
準
と
す
る
案
を
示
し
た
。そ
し
て
、拙
稿［
二
〇
一
六
］

に
て
、
筆
跡
に
関
す
る
私
見
の
一
部
を
修
正
し
、
千
種
切
か
ら
定
家

本
の
本
文
を
再
建
し
う
る
こ
と
を
補
強
し
た
。

本
稿
で
は
、
拙
稿
［
二
〇
一
六
］
以
降
に
見
出
し
た
一
葉
を
紹
介

し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
千
種
切
の
本
文

の
性
格
と
、
朱
筆
で
書
き
込
ま
れ
た
合
点
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え

る
こ
と
に
す
る
。

二
、
本
文
に
つ
い
て

拙
稿
［
二
〇
一
四
］
と
拙
稿
［
二
〇
一
六
］
で
は
、（
１
）
千
種

切
に
清
輔
本
と
定
家
本
の
勘
物
が
転
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
、（
２
）
千
種
切
の
筆
跡
が
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文

庫
蔵
『
拾
遺
集
』（
巻
十
ま
で
の
零
本
）
の
う
ち
、
寂
恵
が
「
他
筆
」

に
書
写
さ
せ
た
巻
三
か
ら
巻
九
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
、
以
上
二
点

か
ら
、
千
種
切
は
寂
恵
が
そ
の
作
成
に
関
わ
っ
た
写
本
で
あ
る
と
考
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え
た
。
そ
し
て
、
千
種
切
が
寂
恵
の
関
わ
っ
た
〈
寂
恵
関
与
本
＝
寂

恵
と
他
筆
に
よ
る
分
担
書
写
本
や
寂
恵
の
令
写
本
〉で
あ
る
な
ら
ば
、

奥
書
か
ら
〈
寂
恵
関
与
本
〉
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
『
古
今

集
』
や
『
拾
遺
集
』、『
詞
花
集
』
の
親
本
は
定
家
本
で
あ
る
か
ら
、

千
種
切
の
本
文
も
定
家
本
系
統
で
あ
る
と
類
推
で
き
る
と
考
え
た
。

千
種
切
の
本
文
が
定
家
本
系
統
で
あ
ろ
う
と
主
張
す
る
た
め
に

は
、
定
家
の
所
持
し
て
い
た
『
後
拾
遺
集
』
本
文
と
の
比
較
が
必
要

で
あ
る
が
、
比
較
で
き
る
歌
が
少
な
い
た
め
、
拙
稿
で
は
具
体
的
な

例
示
を
省
略
し
て
い
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、
定
家
の
所
持
し
て
い
た

『
後
拾
遺
集
』の
本
文
を
伝
え
る
可
能
性
の
あ
る『
五
代
簡
要
』と『
定

家
八
代
抄
』
を
用
い
て
千
種
切
の
本
文
の
性
格
を
検
討
す
る
。
こ
の

手
法
は
、
浅
田
［
一
九
九
七
］、
後
藤
［
一
九
九
八
］
に
倣
う
も
の

で
あ
る
。

対
象
と
す
る
歌
は
、
千
種
切
と
し
て
和
歌
本
文
が
一
部
で
も
伝
わ

る
四
一
首
で
あ
る
（
新
出
断
簡
所
収
歌
を
含
む
）。
四
一
首
の
う
ち
、

『
五
代
簡
要
』
と
は
十
首
、『
定
家
八
代
抄
』
の
初
撰
本
と
は
二
首
、

再
撰
本
と
は
三
首
（
そ
の
う
ち
二
首
は
初
撰
本
所
収
歌
と
同
）
が
比

較
で
き
る
。『
定
家
八
代
抄
』
の
三
首
は
す
べ
て
『
五
代
簡
要
』
所

収
歌
で
も
あ
る
た
め
、
計
十
首
が
比
較
対
象
と
な
る
。
新
出
断
簡
に

よ
っ
て
、
比
較
で
き
る
歌
が
二
首
増
え
は
し
た
が
、
そ
れ
で
も
十
首

と
少
な
い
。
以
下
、
定
家
資
料
群
と
と
も
に
、
後
藤
［
一
九
七
三
］

を
参
考
に
し
て
『
後
拾
遺
集
』
の
写
本
の
う
ち
注
意
す
べ
き
写
本
と

と
も
に
比
較
す
る
。
異
同
の
有
無
や
性
格
に
よ
っ
て
私
に
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
と
整
理
し
つ
つ
示
す
。
依
拠
資
料
は
以
下
の
通
り
。

［
定
家
資
料
群
］

・	

定
家
加
筆
『
五
代
簡
要
』
＝
時
（『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
37
』
朝

日
新
聞
社
、
一
九
九
六
）

・	

志
香
須
賀
文
庫
蔵
『
万
物
部
類
倭
歌
抄
』
＝
志
（
▽
右
の
時
雨
亭

文
庫
蔵
本
を
祖
本
と
す
る
写
本
。『
日
本
歌
学
大
系　

別
巻
三
』

風
間
書
房
、
一
九
六
四
）

・	

初
撰
本
『
定
家
八
代
抄
』
…
『
定
家
八
代
抄
と
研
究
』（
樋
口
芳

麻
呂
編
著
、
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
一
九
五
六
・
一
九
五
七
）

・	

再
撰
本
『
定
家
八
代
抄
』
…
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
（『
大
東
急

記
念
文
庫
善
本
叢
刊　

中
古
中
世
篇　

和
歌
Ⅳ
』
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
五
）

［『
後
拾
遺
集
』
諸
本
］

・	

冷
＝
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
為
家
相
伝
本
（『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢

書
４
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
）

・	
陽
＝
陽
明
文
庫
蔵
伝
為
家
筆
零
本
（
▽
巻
十
ま
で
の
零
本
な
が
ら

詳
細
な
勘
物
を
有
す
る
。『
陽
明
叢
書　

国
書
篇　

第
二
輯
』
思

文
閣
出
版
、
一
九
七
七
）

・	

国
＝
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
伝
為
世
筆
零
本
（
▽
巻
十
ま
で
の
零
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本
な
が
ら
詳
細
な
勘
物
を
有
す
る
。
國
學
院
大
學
デ
ジ
タ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
画
像
に
よ
る
）

・	

書
ａ
＝
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
八
代
集
本
［
五
一
〇
・
一
一
］（
▽
い
わ

ゆ
る
家
本
奥
書
を
有
す
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
・
新
日
本
古
典

籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

・	

書
ｂ
＝
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
八
代
集
本
［
五
一
〇
・
一
〇
］（
▽
い
わ

ゆ
る
順
徳
院
本
奥
書
を
有
す
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
・
新
日
本

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

※
な
お
、
蓮
華
王
院
宝
蔵
通
俊
自
筆
本
に
よ
っ
て
書
写
し
た
と
い
う

奥
書
を
も
つ
太
山
寺
蔵
本
は
、
奥
書
に
よ
る
と
巻
第
六
か
ら
十
五

ま
で
は
通
俊
自
筆
本
で
は
な
く
別
の
本
で
補
い
つ
つ
写
し
た
も
の

で
あ
り
、
現
存
す
る
千
種
切
は
そ
の
補
写
巻
に
あ
た
る
部
分
し
か

確
認
で
き
な
い
の
で
、
比
較
対
象
と
は
し
な
い
。

Ａ　

定
家
資
料
群
と
異
同
あ
り

巻
第
十
・
五
九
二

◉
『
五
代
簡
要
』
第
二
・
五
句
に
異
同

・
第
二
句

　
　

千
「
衛
士
の
た
く
ひ
の
」

　
　

時
「
ゑ
し
の
き
く
火
の
」

　
　

志
「
ゑ
じ
の
た
く
火
の
」　

・
第
五
句

　
　

千
「
君
そ
か
な
し
き
」

　
　

時
「
君
そ
こ
ひ
し
き
」

　
　

志
「
き
み
そ
恋
〔
か
な
〕
し
き
」

　
　
　

※
傍
記
は
〔 

〕
で
示
す
。
以
下
同
。

◎
後
拾
遺
集
諸
本

・ 

第
二
句　

千
「
衛
士
の
た
く
ひ
の
」
―
冷
「
□
し
の
た
く
ひ
の
」

（「
□
」
に
双
点
ミ
セ
ケ
チ
「
ゑ
」）
―
書
ｂ
「
ゑ
し
か
た
く
火
の
」

・ 

第
五
句　

千
「
君
そ
か
な
し
き
」
―
国
「
き
み
か
〔
そ
〕
か
な
し

さ
〔
き
イ
〕」

・ 

詞
書
①
千
「
ま
い
〔
カ
イ
〕
り
侍
け
る
に
道
に
」
―
冷
陽
「
ま
い

り
は
へ
り
け
る
み
ち
に
」
―
国
「
ま
か
〔
い
イ
〕
り
侍
け
る
に
」

―
書
ａ
書
ｂ
「
ま
か
り
侍
り
け
る
み
ち
に
」、
詞
書
②
千
「
す
く

と
て
」
―
書
ａ
「
す
ゝ
め
て
」、
詞
書
③
千
「
侍
け
れ
は
」
―
冷

陽
国
書
ｂ
「
み
は
へ
り
け
れ
は
」
―
書
ａ
「
み
け
れ
は
」

▼
第
二
句
、時
雨
亭
文
庫
蔵
『
五
代
簡
要
』
に
独
自
本
文
が
あ
る
が
、

影
印
本
で
は
「
き
く
」
の
部
分
に
墨
汚
れ
が
あ
り
、
右
傍
に
文
字
が

あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
第
五
句
、『
後
拾
遺
集
』
諸
本
の
異
同
を

み
て
も
『
五
代
簡
要
』
の
独
自
本
文
で
あ
り
、
千
種
切
と
は
一
致
し

な
い
（
後
述
）。
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巻
第
十
・
五
四
九

◉
『
五
代
簡
要
』
第
三
句
に
異
同

　
　
　

千
「
つ
ゆ
け
き
を
」

　
　
　

時
「
つ
ゆ
け
き
を
」

　
　
　

志
「
つ
ゆ
け
き
を
〔
に
両
〕」

◎
後
拾
遺
集
諸
本

・ 

第
二
句　

千
「
つ
ゆ
け
き
を
」
―
冷
「
つ
ゆ
け
き
に
（「
に
」
単

点
ミ
セ
ケ
チ
「
を
」）」
―
書
ａ
「
露
け
き
に
」

▼
志
香
須
賀
文
庫
蔵
本
に
傍
記
が
あ
る
が
、
本
行
本
文
は
千
種
切
と

同
じ
。
そ
の
祖
本
に
あ
た
る
時
雨
亭
文
庫
蔵
に
傍
記
は
な
い
。

巻
第
七
・
四
四
七

◉
『
五
代
簡
要
』
第
四
・
五
句
に
異
同

　
　
　

千
「
こ
ま
つ
か
わ
ら
に
た
つ
や
む
れ
ゐ
る
」

　
　
　

時
「
こ
ま
つ
か
は
ら
に
た
つ
や
む
れ
ゐ
る
」

　
　
　

志
「
こ
ま
つ
か
は
ら
に
た
つ
や
む
れ
ぬ
る
」

◎
後
拾
遺
集
諸
本

・ 

第
四
句　

千
「
こ
ま
つ
か
わ
ら
に
」
―
諸
本
「
こ
ま
つ
か
は
ら
に
」

・ 

詞
書
①
千
「
お
さ
な
き
」
―
国
ナ
シ
、
詞
書
②
千
「
こ
と
も
に
」

―
冷
「
◯
こ
と
も
に
（
補
入
）」、
詞
書
③
千
「
か
う
ふ
り
」
―
国

書
ａ
「
か
ふ
り
」、
詞
書
④
千
「
は
か
ま
き
せ
な
と
」
―
国
「
は

か
ま
き
せ
さ
せ
な
と
」
―
陽
「
は
か
ま
き
な
と
」
―
書
ａ
「
な
と
」、

詞
書
⑤
千
「
し
侍
け
る
に
」
―
書
ａ
「
し
侍
け
る
」、詞
書
⑥
千
「
か

は
ら
け
と
り
て
」
―
書
ａ
「
か
は
ら
け
と
り
て
よ
め
る
」

▼
第
四
句
は
仮
名
遣
い
の
違
い
。
第
五
句
は
『
後
拾
遺
集
』
諸
本
に

異
同
は
な
く
、
志
香
須
賀
文
庫
蔵
本
の
誤
写
と
推
測
さ
れ
る
。

右
の
三
例
が
、千
種
切
本
文
と
一
部
で
も
相
違
す
る
例
で
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
問
題
と
す
べ
き
異
同
は
五
九
二
の
一
例
と
い
え
る
。
こ
の

一
例
の
み
を
も
っ
て
、
千
種
切
の
本
文
は
定
家
本
系
統
か
否
か
を
判

断
す
る
の
は
難
し
い
の
だ
が
、『
五
代
簡
要
』
の
成
立
年
と
、
定
家

本
三
代
集
の
校
訂
年
と
の
関
係
を
ふ
ま
え
て
考
え
て
み
る
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
定
家
筆
奥
書
に
よ
る
と
、『
五
代
簡

要
』
は
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
に
作
成
さ
れ
た
歌
学
書
で
あ
る
。

承
元
三
年
と
い
う
年
は
、
定
家
の
三
代
集
の
書
写
活
動
か
ら
す
る
と

極
初
期
に
あ
た
る
。『
古
今
集
』
の
場
合
、
記
録
上
確
認
で
き
る
最

初
の
書
写
は
承
元
年
間
で
あ
っ
た（
写
本
は
現
存
せ
ず
、『
拾
遺
愚
草
』

二
七
一
九
詞
書
か
ら
知
ら
れ
る
）。
次
が
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）

の
書
写
（
久
曽
神
昇
蔵
本
ほ
か
）、
そ
し
て
最
後
が
嘉
禎
三
年

（
一
二
三
七
）
十
月
二
十
八
日
で
あ
る
（
梅
沢
氏
旧
蔵
伝
為
世
筆
本
）。

『
後
撰
集
』
の
場
合
、
年
号
本
の
初
例
が
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）、

無
年
号
本
は
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
以
降
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。『
拾
遺
集
』
の
場
合
、
年
号
本
の
初
例
は
貞
応
元
年

（
一
二
二
二
）
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
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と
い
う
『
五
代
簡
要
』
の
執
筆
は
定
家
に
と
っ
て
極
初
期
の
歌
学
活

動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
五
代
簡
要
』
所
収
本
文
の
問
題
に

直
結
す
る
。
定
家
本
三
代
集
の
奥
書
を
年
代
順
に
並
べ
て
読
み
比
べ

る
と
、
貞
応
年
間
（
一
二
二
二
〜
）
以
降
、
証
本
観
に
変
化
が
生
じ

て
お
り
、
家
本
を
重
視
す
る
態
度
か
ら
、
自
ら
の
見
解
を
加
え
た
校

訂
を
全
面
に
出
し
始
め
、
本
文
が
変
化
す
る
。
こ
の
変
化
の
契
機
は

清
輔
本
と
の
接
触
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
以
上
の
こ
と
は
、
浅
田

［
一
九
九
五
］・
同［
一
九
九
六
］・
片
桐［
一
九
九
一
］・
同［
二
〇
〇
〇
］・

岸
上
［
一
九
六
六
］・
杉
谷
［
一
九
七
一
］・
西
下
［
一
九
五
四
］・

拙
稿
［
二
〇
一
五
］・
拙
稿
［
二
〇
一
七
］
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

『
五
代
簡
要
』
が
つ
く
ら
れ
た
承
元
三
年
は
、
証
本
観
が
変
わ
る
遥

か
以
前
で
あ
る
か
ら
、『
五
代
簡
要
』
所
収
の
『
後
拾
遺
集
』
本
文
も
、

証
本
観
が
変
わ
る
以
前
の
本
文
、『
古
今
集
』の
例
か
ら
予
想
す
れ
ば
、

二
条
家
や
冷
泉
家
に
証
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
く
定
家
本
と
は
異

な
る
本
文
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
五
代
簡
要
』
と
千
種
切
の
本
文
が
異
な
っ

て
い
た
五
九
二
の
「
悲
し
き
」「
恋
し
き
」
と
い
う
本
文
異
同
を
も
っ

て
、
千
種
切
の
本
文
は
定
家
本
系
統
に
あ
ら
ず
と
は
即
断
で
き
な
い

と
考
え
る
。
た
だ
し
、
定
家
は
晩
年
に
至
る
ま
で
『
五
代
簡
要
』
に

加
筆
修
正
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
も
い
る
（
時
雨
亭
叢
書
解
題
ほ

か
）。
こ
の
加
筆
修
正
が
、
定
家
本
勅
撰
集
の
本
文
変
化
と
常
に
連

動
し
、
更
新
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
千
種
切
と
比
較
で
き

る
範
囲
に
お
い
て
加
筆
修
正
を
見
い
だ
せ
な
い
事
実
は
、
右
の
推
測

の
反
証
と
な
り
う
る
。
し
か
し
こ
の
点
は
、『
五
代
簡
要
』
全
体
の

本
文
を
、
定
家
筆
本
の
残
る
三
代
集
と
比
較
し
な
け
れ
ば
分
か
ら
な

い
（
定
家
本
三
代
集
と
『
僻
案
抄
』
と
の
関
係
を
考
察
す
る
舘
野

［
二
〇
二
一
］
が
参
考
と
な
る
）。
後
考
を
俟
つ
こ
と
と
し
、
五
九
二

の
本
文
異
同
が
、
定
家
群
資
料
と
千
種
切
と
の
乖
離
を
示
す
決
定
的

な
異
同
で
は
な
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
。

Ｂ　

	

定
家
資
料
群
と
異
同
な
し
・『
後
拾
遺
集
』
諸
本
と
和
歌
本

文
に
異
同
あ
り

巻
第
六
・
三
八
八

◉
『
五
代
簡
要
』
＝
千
種
切

◎
後
拾
遺
集
諸
本

・ 

第
三
句　

千
「
な
く
ち
と
り
」
―
書
ａ
「（
○
な
く
）
千
鳥
」

・ 

第
五
句　

千
「
も
の
に
そ
あ
り
け
る
」
―
冷
「
も
の
に
さ
り
け
る

（「
さ
」
に
双
点
ミ
セ
ケ
チ
「
そ
あ
」）」

巻
第
六
・
三
八
九

◉
『
五
代
簡
要
』
＝
『
定
家
八
代
抄
』
＝
千
種
切

◎
後
拾
遺
集
諸
本

・ 

第
三
句　

千
「
た
つ
ち
と
り
」
―
書
ａ
「
鳴
千
鳥
」
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・ 
第
四
句　

千
「
う
ら
つ
た
ひ
す
る
」
―
書
ｂ
「
う
ら
つ
た
ひ
行
」

い
ず
れ
も
定
家
資
料
群
と
千
種
切
は
一
致
す
る
。
か
つ
、『
後
拾

遺
集
』
諸
本
に
本
文
異
同
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
も
そ
も
『
後
拾
遺

集
』
諸
本
に
異
同
の
な
い
和
歌
が
千
種
切
と
し
て
偶
然
残
っ
い
て
る

わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

Ｃ　

	

定
家
資
料
群
と
異
同
な
し
・『
後
拾
遺
集
』
諸
本
と
も
和
歌

本
文
に
異
同
な
し

巻
第
十
・
五
三
七

◉
『
五
代
簡
要
』
＝
千
種
切

◎
後
拾
遺
集
諸
本
、
異
同
な
し

巻
第
八
・
四
六
五

◉
『
五
代
簡
要
』
＝
『
定
家
八
代
抄
』
＝
千
種
切

◎
後
拾
遺
集
諸
本

・ 

詞
書
①
千
「
為
憲
」
―
国
「
為
範
（「
範
」
を
ミ
セ
ケ
チ
し
て
右

に
「
憲
」）」
―
書
ａ
「
為
憲
か
」

巻
第
八
・
四
九
一

◉
『
五
代
簡
要
』
＝
千
種
切

◎
後
拾
遺
集
諸
本

・ 

詞
書
①
千
「
侍
け
れ
は
」
―
書
ａ
「
侍
け
る
に
」

巻
第
八
・
四
九
二

◉
『
五
代
簡
要
』
＝
千
種
切

◎
後
拾
遺
集
諸
本

・ 

詞
書
①
千「
い
つ
ち
と
も
な
く
て
」―
冷「
い
つ
と
も
な
く
て〔「
つ
」

右
下
に
「
こ
」〕」
―
国
「
い
つ
と
も
な
く
て
」
―
陽
「
い
つ
こ
と

も
な
く
て
」
―
書
ｂ
「
い
つ
と
な
く
て
」、詞
書
②
千
「
侍
け
れ
は
」

―
書
ａ
「
侍
け
れ
は
よ
め
る
」

巻
第
十
・
五
三
六

◉
『
五
代
簡
要
』
＝
『
定
家
八
代
抄
』
＝
千
種
切

◎
後
拾
遺
集
諸
本

・
詞
書
①
千
「
帳
の
」
―
書
ｂ
「
か
の
帳
の
」、
詞
書
②
千
「
み
つ

け
た
れ
は
」
―
冷
陽
書
ａ
「
み
つ
け
た
り
け
れ
は
」
―
国
「
み
つ

け
た
れ
は
〔
り
け
イ
〕」
―
書
ｂ
「
み
つ
け
た
り
け
れ
は
〔「
り
」

右
に
「
頓
ナ
シ
」〕」、詞
書
③
千
「
お
ほ
し
か
ほ
に
て
」
―
冷
陽
「
お

ほ
し
か
ほ
に
」
―
国
「
お
ほ
し
く
て
」、
詞
書
④
千
「
歌
三
首
」

―
冷
「
う
た
み
つ
」
―
国
「
う
た
三
」
―
書
ｂ
「
歌
三
」、
詞
書

⑤
千
「
か
き
つ
け
ら
れ
た
り
け
る
」
―
陽
「
か
き
つ
け
た
り
け
る
」

―
国
「
か
き
つ
け
ら
れ
た
る
」
―
書
ａ
「
か
き
つ
け
ら
れ
け
る
」
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い
ず
れ
も
定
家
資
料
群
と
千
種
切
は
一
致
す
る
。『
後
拾
遺
集
』

諸
本
に
も
和
歌
本
文
に
は
異
同
が
な
い
。
な
お
、『
定
家
八
代
抄
』

の
詞
書
は
、
勅
撰
集
か
ら
抄
出
す
る
際
に
定
家
が
適
宜
改
変
し
て
い

る
の
で
、
定
家
資
料
群
か
ら
定
家
本
の
詞
書
は
分
か
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、『
五
代
簡
要
』じ
た
い
の
問
題
が
残
り
は
す
る
が
、

千
種
切
が
定
家
本
系
統
の
本
文
で
は
な
い
と
み
る
明
証
は
見
い
だ
せ

な
い
（
注
１
）。
こ
の
デ
ー
タ
を
も
っ
て
拙
稿
［
二
〇
一
四
］
と
拙

稿
［
二
〇
一
六
］
に
て
示
し
た
試
案
の
補
強
と
す
る
。

三
、
朱
合
点
の
素
性

千
種
切
に
は
、
勘
物
の
冒
頭
と
、
勘
物
の
意
味
の
切
れ
目
ご
と
に
、

朱
筆
で
書
か
れ
た
合
点
が
あ
る
。
ま
た
他
本
注
記
に
も
朱
合
点
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
和
歌
第
一
句
の
右
肩
に
朱
合
点
の
あ
る
歌
も
五
首
あ

る
。
こ
の
歌
頭
の
合
点
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
見
通
し
を
述
べ
て

お
き
た
い
（
な
お
千
種
切
は
一
首
を
二
行
書
き
し
て
い
る
た
め
、

五
三
四
の
よ
う
に
下
句
の
み
伝
わ
る
歌
に
朱
合
点
が
あ
っ
た
か
否
か

は
分
か
ら
な
い
）。

　
　

①
巻
第
七
・
賀
・
四
四
七　
　

い
ろ
い
ろ
に
・
源
重
之

　
　

②
巻
第
八
・
別
・
四
八
四　
　

お
も
ひ
い
て
よ
・
源
道
済

　
　

③
巻
第
八
・
別
・
四
八
七　
　

た
た
ぬ
よ
り
・
源
光
成

　
　

④
巻
第
八
・
別
・
四
九
二　
　

い
つ
ち
と
も
・
中
原
頼
成

　
　

⑤
巻
第
九
・
羇
旅
・
五
〇
六　

す
き
か
て
に
・
藤
原
国
行

右
の
五
首
す
べ
て
が
入
集
し
て
い
る
和
歌
集
は
、『
新
編
国
歌
大

観
』
の
範
囲
で
は
見
い
だ
せ
な
い
（
完
本
の
残
っ
て
い
な
い
、
八
代

集
か
ら
の
抄
出
や
秀
歌
撰
は
未
調
査
）。『
後
拾
遺
集
』
の
諸
本
に
も

一
致
す
る
合
点
を
持
つ
写
本
は
見
当
た
ら
な
い
。

従
来
、『
後
拾
遺
集
』
に
付
さ
れ
た
合
点
に
関
す
る
情
報
と
し
て
、

神
宮
文
庫
蔵
本
（『
古
典
研
究
會
叢
書
別
刊
第
三　

後
拾
遺
和
歌
抄　

正
廣
詠
歌
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
四
）
の
巻
第
一
巻
頭
の
下
部
に
あ

る
、「
左
点
、
続
新
撰
抄
歌
也
。
右
点
者
、
合
目
六
之
間
自
然
事
也
」

と
い
う
勘
物
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
左
点
す
な
わ
ち
「
／
」
と
い
う

形
状
の
合
点
は
、『
続
新
撰
（
抄
）』
入
集
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

右
点
す
な
わ
ち
「
＼
」
と
い
う
形
状
の
合
点
は
、
目
録
と
見
比
べ
て

付
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。『
続
新
撰
（
抄
）』
と
は
、『
後
拾

遺
集
』
撰
者
で
あ
る
通
俊
が
『
後
拾
遺
集
』
か
ら
秀
歌
を
選
ん
で
編

纂
し
た
秀
歌
撰
で
あ
る
（『
袋
草
紙
』『
和
歌
現
在
書
目
録
』『
八
雲

御
抄
』）。
本
書
は
散
逸
し
て
お
り
、
ま
た
こ
の
勘
物
を
持
つ
神
宮
文

庫
本
に
は
な
ぜ
か
合
点
が
な
く
、
所
収
歌
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら

な
い（
稲
賀［
一
九
六
六
］・
上
野［
一
九
七
六
］）。
浅
田［
二
〇
一
四
］

は
、
足
利
義
尚
を
伝
称
筆
者
と
す
る
一
連
の
断
簡
の
う
ち
秋
上
ま
で
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に
あ
る
二
種
類
の
左
右
合
点
に
着
目
し
、左
合
点
は
『
続
新
撰
（
抄
）』

入
集
歌
を
示
す
合
点
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。
左
点
「
／
」

と
い
う
特
異
な
形
状
で
あ
る
こ
と
や
、
右
点
と
左
点
が
同
一
歌
に
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
首
肯
す
べ
き
見
解
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
伝
足
利
義
尚
筆
切
の
合
点
と
、
千
種
切
の
合
点
が
一
致
す
れ

ば
、
千
種
切
の
合
点
も
『
続
新
撰
（
抄
）』
入
集
歌
を
示
す
と
い
え

そ
う
な
の
だ
が
、
秋
上
ま
で
に
お
い
て
両
者
の
現
存
範
囲
が
重
な
ら

ず
、
比
較
が
で
き
な
い
。
千
種
切
の
合
点
が
『
続
新
撰
（
抄
）』
入

集
歌
を
示
す
可
能
性
は
現
時
点
で
は
消
え
な
い
が
、
新
た
な
伝
足
利

義
尚
筆
切
の
出
現
を
俟
ち
た
い
と
思
う
。

四
、
新
出
断
簡
に
つ
い
て

最
後
に
、
千
種
切
の
新
出
断
簡
（
稿
者
蔵
）
を
公
開
す
る
。

作
者
「
中
原
頼
成
」
の
下
部
に
勘
物
が
あ
る
。
一
部
傷
み
の
た
め

読
め
な
い
が
、
陽
明
文
庫
蔵
伝
為
家
筆
本
の
勘
物
と
同
文
と
み
ら
れ

る
。
彰
考
館
本
に
は
「
前
淡
路
守
従
五
下
、
主
税
頭
貞
國
子
」
と
あ

る
が
、
彰
考
館
本
の
勘
物
に
は
不
審
点
が
多
く
、『
勅
撰
作
者
部
類
』

（
小
川
［
二
〇
一
七
］
参
照
）
で
は
「
貞
清
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
も

勘
案
す
る
と
、
千
種
切
・
陽
明
文
庫
蔵
本
の
勘
物
「
貞
清
」
が
正
し

い
の
で
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。
な
お
、國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
本
・

神
宮
文
庫
本
に
勘
物
は
な
い
。

書
き
込
ま
れ
て
い
る
位
置
か
ら
す
る
と
、
こ
の
作
者
勘
物
は
清
輔

本
に
あ
っ
た
勘
物
と
推
測
さ
れ
る
。

【
書
誌
】

縦
二
四
・
四
×
横
一
六
・
三
糎
。
和
歌
上
句
の
字
高
は
約
一
九
・
二

糎
、
詞
書
の
字
高
は
約
一
九
・
〇
糎
、
和
歌
よ
り
一
・
二
糎
ほ
ど
下

か
ら
詞
書
を
書
く
。
紙
質
は
斐
紙
系
と
目
さ
れ
る
。
合
点
は
す
べ

て
朱
筆
。「
中
原
頼
成
」
の
下
部
に
勘
物
、
本
文
同
筆
。
裏
面
は

台
紙
貼
り
の
た
め
確
認
で
き
ず
。
極
札
「
日
野
殿　

俊
光
卿
／
橘

通
貞
（
守
村
・
黒
）」（
分
家
二
代
古
筆
了
任
極
め
。
※
裏
面
は
台

紙
貼
り
の
た
め
確
認
で
き
ず
）。

【
翻
刻
】
巻
第
八
・
四
九
一
〜
四
九
二
上
句

※
「
＼
」
は
す
べ
て
朱
筆
合
点
。

　
　
　
　

橘
通
貞
式
部
を
わ
す
れ
て
み
ち
の
く
に

　
　
　
　

に
く
た
り
侍
け
れ
は
式
部
か
も
と
に
つ
か
は
し

　
　
　
　

け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
染
衛
門

　
　

ゆ
く
人
も
と
ま
る
も
い
か
に
お
も
ふ
ら
ん

　
　

わ
か
れ
て
の
ち
の
ま
た
の
わ
か
れ
を

　
　
　
　

も
の
い
ひ
け
る
女
の
い
つ
ち
と
も
な
く
て
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と
を
き
所
へ
な
む
い
く
と
い
ひ
侍
け
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
原
頼
成

　
　

＼
い
つ
ち
と
も
し
ら
ぬ
わ
か
れ
の
た
ひ
な
れ
と

《
勘
物
》

＼
前
淡
路
守　

＼
従
五
下

＼
主
税
頭
従
四
下
貞
清
男

　
　
　
　

＼
母
散
位
従
［　

］

　
　
　
［　

］
重
親
［　
　

］

（
注
）

（
１
） 四
九
二
、五
三
六
の
例
か
ら
、
千
種
切
の
詞
書
は
『
後
拾
遺
集
』
の

諸
本
と
は
小
異
の
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
定
家
資
料
群
と
比

較
で
き
な
い
歌
に
お
い
て
、
千
種
切
の
独
自
本
文
も
存
在
す
る
。
千
種

切
で
は
賀
・
四
四
六
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　

人
の
も
き
し
侍
け
る
に
よ
め
る

　
　

す
み
よ
し
の
う
ら
の
は
ま
も
を
む
す
ひ
あ
け
て

　
　

な
き
さ
の
ま
つ
の
か
け
を
こ
そ
み
め

　
　
　

▽
「
は
ま
」
の
右
側
に
「
＼
（
朱
合
点
）　

タ
イ
」

他
本
で
は
第
二
句
「
玉
藻
」
と
す
る
。「
は
ま
も
（
浜
藻
）」
で
も
歌
意

は
通
じ
る
が
、
賀
歌
と
し
て
は
「
玉
藻
」
が
よ
り
適
切
か
。

　

ま
た
、
哀
傷
・
五
五
五
に
は
朱
筆
の
他
本
注
記
も
あ
る
。

　
　
　
　

お
や
な
く
な
り
て
山
寺
に
侍
け
る
人
の

　
　
　
　

も
と
に
つ
か
は
し
け
る

　
　

や
ま
て
ら
の
は
ゝ
そ
の
も
み
ち
ゝ
り
に
け
り

　
　

こ
の
も
と
い
か
に
さ
ひ
し
か
る
ら
ん

　
　
　
　
　

▽
「
て
ら
」
の
右
側
に
「（
朱
筆
）
里
イ
」

【
引
用
参
考
文
献
】

・ 

浅
田
徹
［
一
九
九
五
］「
定
家
本
と
は
何
か
」『
國
文
學　

解
釈
と
教
材

の
研
究
』
四
〇
―
一
〇

・ 

同
［
一
九
九
六
］「
顕
註
密
勘
の
識
語
を
め
ぐ
っ
て
」『
和
歌
文
学
研
究
』

七
二

・ 

同
［
一
九
九
七
］「
後
拾
遺
集
為
家
相
伝
本
を
め
ぐ
っ
て
」『
王
朝
和
歌

と
史
的
展
開
』
笠
間
書
院

・ 

同
［
二
〇
一
四
］「
藤
原
通
俊
の
続
新
撰
に
つ
い
て
―
伝
足
利
義
尚
筆
後

拾
遺
集
断
簡
の
紹
介
」（『
王
朝
文
学
の
古
筆
切
を
考
え
る
』、
武
蔵
野
書

院
）

・ 

稲
賀
敬
二
［
一
九
六
六
］「
清
輔
云
う
所
の
後
拾
遺
集
証
本
「
黒
本
」
の

新
資
料
―
附
・
伝
光
明
峯
寺
殿
筆
広
島
大
学
本
後
拾
遺
集
翻
刻
」（『
中

世
文
芸
』
三
五
→
『
稲
賀
敬
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

五
』
所
収
）

・ 

上
野
理
［
一
九
七
六
］『
後
拾
遺
集
前
後
』
笠
間
書
院

・ 

小
川
剛
生
［
二
〇
一
七
］『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
塙
書
房

・ 

片
桐
洋
一
［
一
九
九
一
］『
古
今
和
歌
集
の
研
究
』
明
治
書
院
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・ 
同
［
二
〇
〇
〇
］『
古
今
和
歌
集
以
後
』
笠
間
書
院

・ 
岸
上
慎
二
［
一
九
六
六
］『
後
撰
和
歌
集
の
研
究
と
資
料
』
新
生
社

・ 

後
藤
祥
子
［
一
九
七
三
］「
後
拾
遺
和
歌
集
の
伝
本
―
そ
の
系
統
と
性
格

―
」『
日
本
女
子
大
学
紀
要
』
二
二

・ 

同
［
一
九
九
八
］「
解
題
」『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　

第
四
巻
』
朝
日
新

聞
社

・ 

杉
谷
寿
郎
［
一
九
七
一
］『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』
笠
間
書
院

・ 

舘
野
文
昭
［
二
〇
二
一
］『
中
世
「
歌
学
知
」
の
史
的
展
開
』
花
鳥
社

・ 

西
下
経
一
［
一
九
五
四
］『
古
今
集
の
伝
本
の
研
究
』
明
治
書
院

・ 

拙
稿
［
二
〇
一
四
］「
清
輔
本
・
定
家
本
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
復
元
試

論
―
陽
明
文
庫
本
・
千
種
切
・
寂
恵
本
勅
撰
集
か
ら
―
」『
和
歌
文
学

研
究
』
一
〇
八

・ 

拙
稿
［
二
〇
一
五
］「
清
輔
本
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
残
痕
―
定
家
本
の
生

成
に
及
ぶ
―
」『
和
歌
文
学
研
究
』
一
一
〇

・ 

拙
稿
［
二
〇
一
六
］「
寂
恵
の
古
典
書
写
を
め
ぐ
っ
て
―
筆
跡
と
本
文
―
」

『
東
京
大
学
資
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
六

・ 

拙
稿
［
二
〇
一
七
］「
伊
達
本
古
今
和
歌
集
の
性
格
―
定
家
本
『
古
今
集
』

の
本
文
異
同
に
つ
い
て
―
」『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一

※
な
お
歌
番
号
は『
新
編
国
歌
大
観
』（
日
本
文
学w

eb

図
書
館
）に
よ
る
。

【
付
記
】

本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
二
〇
二
〇

年
度
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
（
研
究
課
題
番
号20K

21965

）
に

基
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
ふ
な
み　

か
ず
や
・
実
践
女
子
大
学
准
教
授
）
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【千種切現存一覧】
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